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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
も
と
よ
り
わ
た
し
は
盲
学
校
の
出
身
で
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
数
年
め
っ
き
り
視
力

が
落
ち
て
し
ま
い
外
出
の
際
に
は
白
杖
を
携
帯

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間

の
不
安
は
夜
も
眠
れ
ず
、
眠
っ
た
と
こ
ろ
で
碌

な
夢
は
見
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
と
い
う
毎
日
で

し
た
。
見
え
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
と
共

に
精
神
的
苦
痛
は
荷

物
を
こ
と
さ
ら
重
く
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
先
は
自
分
と
の
戦
い
で
し
た
。
わ
た
し
よ

り
も
深
刻
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
方
が
沢
山

お
ら
れ
る
こ
と
は
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
や
は
り
自
分
の
こ
と
が
優
先
し
て
失
明

の
不
安
が
心
か
ら
離
れ
ず
白
杖
な
ん
か
つ
き
た

く
な
い
、
他
人
な
ん
か
に
道
を
聞
き
た
く
な

い
。
書
き
立
て
れ
ば
数
限
り
な
く
迫
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
あ
る
日
曜
日
の
夕
の
礼
拝
時
の
こ

と
で
し
た
。
詩
篇
を
読
み
上
げ
て
い
る
と
次
の

よ
う
な
言
葉
が
わ
た
し
の
心
に
留
ま
り
ま
し

た
。「
主
は
正
し
い
人
の
叫
び
を
聞
き 

悩
み
の

中
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
る
。
主
は
悲
し
み
嘆
く

者
の
近
く
に
お
ら
れ 

失
意

の
人
を
支
え
ら
れ
る
。
」〔
詩

篇
34
・
17
〜
18
＝
祈
祷
書
〕

　
自
分
を
見
れ
ば
決
し
て
正

し
い
者
で
は
な
い
。
し
か
し

そ
の
時
、「
正
し
い
」
と
い
う

意
味
を
悟
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
わ
た
し
の
で
き
る
こ
と
は
た
だ
一

つ
、
神
に
寄
り
頼
む
こ
と
、
そ
の
と
き
霧
が
晴

れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
弱
い
私
で
す
か
ら
こ

れ
か
ら
も
負
け
そ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、そ
の
つ
ど
神
が
共
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

心
し
て
生
き
た
い
と
決
心
し
て
い
ま
す
。今
は
そ

こ
に
安
ら
か
な
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
　（
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
勤
務
）
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２５（日）大斎節第５主日
下町Ｇ教会協議会（神田）

　 城南Ｇ教会協議会
　　　　（聖アグネス）

　　　 山手Ｇ教会協議会
　　　　（聖マーガレット）

２７（火）銀座朝祷会
聖職養成委員会

２８（水）教役者レクイエム（主教座）
山手Ｇ牧師協議会

　　　　　　　　　（聖マーガレット）
教区企画室
フェスティバル実行委員会

２９（木）信仰と生活委員会
３０（金）正義と平和協議会運営委員会
4月
　１（日）復活前主日

主教巡回　　聖ルカ礼拝堂
　 教区合同堅信式（主教座）
　５（木）聖木曜礼拝（主教座）
　６（金）受苦日礼拝（主教座）
　７（土）聖土曜日前宵礼拝（主教座）

　　　

◇
３
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
た
め（
４

日
）▽
教
区
青
少
年
活
動
の
た
め
▽
い

の
ち
の
電
話
の
働
き
の
た
め
▽
キ
ッ
ド

ス
ク
ー
ル
（
幼
稚
園
）
の
た
め

◆
大
斎
プ
ロ
グ
ラ
ム
６
　

　
▽
東
京
聖
テ
モ
テ
教
会
　
イ
ー
ス

タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
＝
４
月
７
日
（
土
）

18
時
。
新
火
の
祝
別
〜
洗
礼
・
堅
信

式
、
聖
餐
式
（
植
田
教
区
主
教
）。

　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
　
光
の
礼
拝

＝
４
月
７
日
15
時
。

　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
　
イ
ー
ス
タ
ー

ヴ
ィ
ジ
ル
＝
４
月
７
日
17
時
。

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
夕
の
祈
り
　
４
月
４

日
（
水
）
18
時
半
、
19
時
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
。
演
奏
者
は
佐
藤
礼
子
。
入
場
無
料

（
会
場
献
金
）。

 今週・来週の予定

３月２５日～4月７日

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

３
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　
説
教
　
司
祭
米
村
路
三

▽
司
祭
内
田
茂
二
▽
伝
道
師
岡
本

房
子
▽
司
祭
洪
恒
太
郎
▽
司
祭
岸

本
隆
一
▽
司
祭
伊
藤
堅
逸
▽
司
祭

林
五
郎
▽
司
祭
宿
谷
栄
▽
主
教
後

藤
真
▽
主
教
八
代
崇

◆
と
こ
し
え
の
平
安

３
月
８
日
　
加
藤
高
大（
43
）　

聖
パ
ト
リ
ッ
ク

３
月
10
日
　
高
谷
　
昌
　（
84
）

　
聖
ア
ン
デ
レ

３
月
10
日
　
池
田
キ
ク
エ(

80)

聖
ア
グ
ネ
ス

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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エ
教
区
協
働
委
で

　
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
　

　
今
夏
の
約
１
ヶ
月
間
教
区
・
エ
ル

サ
レ
ム
教
区
協
働
委
員
会（
委
員
長
・

神
﨑
雄
二
司
祭
）で
は
、同
教
区
と
の

交
流
を
現
地
で
の
生
活
と
活
動
を
通

じ
て
深
め
よ
う
と
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア

ン
マ
ン
郊
外
に
あ
る
施
設
で
奉
仕
活

動
を
す
る
こ
と
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
る
。
期
間
は
８
月

28
日
〜
９
月
22
日
。
視
聴
覚
に
障
害

を
持
つ
児
童
・
青
年
百
20
人
の
共
同

生
活
施
設
で
の
掃
除
、塗
装
、畑
の
世

話
、日
本
文
化
の
紹
介
、入
所
者
と
の

交
流
…
。
募
集
人
員
は
10
人
程
度
で

性
別
・
年
齢
・
教
籍
は
不
問
。
参
加
費

お
よ
そ
30
万
円
。
申
込
締
切
４
月
15

日
。
詳
細
は
配
付
中
の
募
集
要
項
を

参
照
。
照
会
は
神
﨑
司
祭
ま
た
は
教

区
宣
教
主
事
へ
。

【
教
区
・
聖
な
る
三
日
間
の
礼
拝
】

＊
会
場
＝
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

・
聖
木
曜
日
（
４
月
５
日
）
11
時
　

聖
油
聖
別
の
聖
餐
式
・
司
祭
の
約
束

の
更
新

・
聖
金
曜
日
（
６
日
）
12
時
〜
15
時

　
受
苦
日
礼
拝
　
司
式
＝
山
野
繁
子

司
祭
　
説
教
＝
大
畑
喜
道
司
祭

・
聖
土
曜
日
（
７
日
）
18
時
　
復
活

前
宵
祭
・
復
活
ろ
う
そ
く
の
礼
拝
〜

洗
礼
の
約
束
の
更
新

　
▽
聖
公
会
神
学
院
卒
業
者
（
東
京

教
区
・
３
月
17
日
）　
倉
澤
一
太
郎
、

ジ
ョ
ン
・
ス
ト
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ク
、卓
志

雄
、中
村
淳
各
聖
職
候
補
生（
勤
務
先

＝
４
月
人
事
公
示
・
掲
載
済
）

　
▽
聖
公
会
神
学
院
入
学
礼
拝
　
校

長
代
行
・
加
藤
博
道
主
教
（
東
北
）

ら
新
体
制
に
よ
り
４
月
９
日
（
復
活

後
月
曜
日
）
14
時
、
同
院
諸
聖
徒
礼

拝
堂
で
行
な
わ
れ
る
（
新
任
教
員
就

任
式
兼
催
）。新
入
学
者
は
４
人
で
、

東
京
教
区
か
ら
は
関
口
美
佐
穂
（
聖

救
主
）、塚
田
重
太
郎（
目
白
）さ
ん
。

◆
大
斎
プ
ロ
グ
ラ
ム
５

　
▽
外
濠
教
会
グ
ル
ー
プ
　
聖
木
曜

日
聖
餐
制
定
記
念
聖
餐
式
・
洗
足
式

＝
４
月
５
日
（
木
）
19
時
〜
、
目
白

聖
公
会
。
説
教
＝
柳
時
京
司
祭
（
立

教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）。

◇
人
事
（
４
月
１
日
付
）

関
　
正
勝
司
祭

　
先
の
聖
路
加
国
際
病
院
関
連
施
設

　
の
任
命
を
撤
回
、
聖
ア
ン
デ
レ
主

　
教
座
聖
堂
付
任
命

植
田
仁
太
郎
主
教

　
聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂

　
管
理
牧
師
任
命
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
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今
、
教
育
の
場
で
…

　
昨
年
ま
で
の
３
年
間
、
都
立
戸
山

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
都
立
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
副
会
長
の
立
場
を
通
じ
て

教
育
の
現
場
に
接
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
東
京
都
で
は
数
年
前

か
ら
「
都
立
高
校
改
革
」
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
改
革
に
は
評
価
す
べ

き
点
も
多
い
の
で
す
が
、
一
方
で
都

教
育
委
員
会
に
よ
る
管
理
が
強
化
さ

れ
、
教
育
の
現
場
が
大
混
乱
し
て
い

ま
す
。
校
長
や
教
師
は
提
出
書
類
が

増
え
て
極
め
て
忙
し
く
、
健
康
を
害

す
る
教
師
も
増
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
き
な
問
題
は
最
も
大
切
な
子

ど
も
た
ち
へ
の
関
わ
り
が
ど
ん
ど
ん

希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
育
改
革
は
法
律
や
制
度
を
変
え

れ
ば
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
改
定
前
の
教
育
基
本
法
の
前

文
に
は
「
…
こ
の
理
想
の
実
現
は
根

本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き

も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。
教

育
は
、上
意
下
達
で
は
な
く
、学
校
・

生
徒
・
保
護
者
の
信
頼
関
係
を
ベ
ー

ス
に
十
分
議
論
し
、
地
域
・
社
会
と

共
に
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
、
そ
れ
が
３
年
間
の
実
感
で

し
た
。

　
管
理
強
化
の
下
に
「
基
本
的
人

権
」
も
軽
視
さ
れ
、「
思
想
・
良
心
の

自
由
」
の
危
機
が
教
育
現
場
を
閉
塞

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
が
「
式

典
に
お
け
る
国
旗
・
国
歌
の
強
制
」

で
す
。
教
師
個
々
の
「
自
由
」
の
問

題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
は

「
立
っ
て
歌
わ
な
け
れ
ば
、先
生
が
処

分
さ
れ
る
。」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
起
立
調
査
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
歌

斉
唱
時
に
「
不
起
立
」
と
い
う
意
思

表
示
を
し
て
も
処
分
さ
れ
な
い
こ
と

を
求
め
た「
予
防
訴
訟
裁
判
」で
は
、

昨
年
９
月
に
東
京
地
裁
で
画
期
的
な

判
決
が
出
ま
し
た
。
　

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
「
国
旗
・

国
歌
の
強
制
」
に
反
対
す
る
教
師
が

何
人
も
い
ま
す
。
聖
公
会
の
信
徒
の

方
で
も
信
仰
を
理
由
に
「
君
が
代
」

伴
奏
を
拒
否
し
、
処
分
さ
れ
た
方
が

い
ま
す
。「
国
旗
・
国
歌
」
に
対
す
る

考
え
方
は
多
様
で
す
が
、
苦
し
む

方
々
の
た
め
に
祈
り
、
一
助
に
な
り

た
い
と
い
う
の
は
自
然
な
発
想
で
あ

り
、
信
徒
と
し
て
ひ
と
つ
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田
信
也

　 
 
 　

　
　 

(

東
京
聖
三
一
教
会
信
徒)

　
　
　
　
　
　


